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(1) 熱力学と統計力学の相違を説明できる。

(2) 等重率の原理を理解している。

(3) Boltzmannの関係式の意味を理解している。

(4) 独立系と非独立系の違いを理解している。
(5) 分配関数（Boltzmannの方法）の意味を理解している。

(6) Boltzmann分布を誘導することができる。

(7) 振動や回転運動を含む粒子について、分配関数を各自由度に分解できることを理解している。
(8) 分配関数（統計力学）を用いて化学平衡を議論することができる。

回路理論II

辻 敏夫 回路理論Ｉに関する知識を前提として、回路理論についてさらに詳しく講義する。
具体的には、線形集中定数回路の諸定理、電力、理想変成器、２端子対回路網、３相交流回
路等について基礎的知識の修得を目標とする。本講義の受講により、学生は電気回路の解析
方法を体系的に理解できる。

物質移動論

都留 稔了 本科目では、基礎化学工学に引き続き、拡散現象による物質移動の基本的概念を習得するこ
とを第１の目標とする。さらに、分離プロセスとしてのガス吸収、蒸留、抽出、調湿、吸着、乾燥
等の工業的物質移動操作の基礎を学ぶことにより、物質移動の速度論的概念、各操作の物理
的概念、更に、これらを応用した装置設計法の基礎を習得することも目標とする。

化学結合論

今栄 一郎 化学が対象とする無機化合物や有機化合物は複数の原子から構成されている。それゆえ、化
学に携わる者にとって原子の構造や原子同士の結合の本質を理解することは重要である。こ
のような観点から、本科目では以下の知識と能力を習得することを目標としている。
(1) 水素型原子の波動関数の特徴を理解している。
(2) オービタル近似の意味を理解しており、多電子原子の電子構造を議論できる。
(3) ボルン-オッペンハイマー近似の意味を理解している。
(4) 分子の電子構造を原子価結合法・分子軌道法を用いて説明できる。
(5) 簡単な多原子分子の分子軌道をヒュッケル近似により計算できる。

燃焼工学

石塚 悟 化学エネルギーを熱エネルギーに変換する過程である燃焼現象について、その基礎的な知識
を学習し、もって、実用燃焼器の設計や性能改善、環境対策を可能とするような資質を得ること
を目標とする(B)。
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